
ヘルスプロモーション授業科目名
0ATHF33科目番号
1.0 単位単位数
1・2 年次標準履修年次
秋AB 火2時間割

担当教員
ヘルスプロモーション、アドボカシー、コミュニケーション、エンパワメントの理論と
実践について、多面的な研究成果を活用し取得することを目的とする。
 目標:ヘルスプロモーションの今日的課題をさまざまな観点から論じることができる。

(1) ヘルスプロモーション国際動向、(2) ヘルスプロモーション理論、(3) ヘルスプロ
モーション方法、(4) ヘルスプロモーション技術、(5) エンパワメント理論、(6) エン
パワメント技術、(7) ヘルスプロモーションとアドボカシー、(8) ヘルスプロモーショ
ンとコミュニケーション、(9) ヘルスプロモーション演習1、(10) ヘルスプロモーショ
ン演習2

授業概要

英語で授業。
オンライン(同時双方向型)

備考

講義授業方法
学位プログラム・コン
ピテンスとの関係

社会行動科学応用能力

授業の到達目標（学修
成果）

ヘルスプロモーション、アドボカシー、コミュニケーション、エンパワメントの理論と
実践について、多面的な研究成果を活用し取得する。
This course aims to equip students with an understanding of the theories and
practices of health promotion, advocacy, communication and empowerment, as well
as various research evidences.

授業計画 ヘルスプロモーションの今日的課題を学際的な視点から討論する。
Upon completion of this course, students will be able to examine current health
promotion issues through various disciplines
第1回 (10月3日、2時限)安梅勅江 ヘルスプロモーション理論 Theories of health
promotion
第2回 (10月10日、2時限)安梅勅江 ヘルスプロモーション国際動向 International
trend in health promotion
第3回 (10月17日、2時限)安梅勅江 ヘルスプロモーション方法 Methods of health
promotion
第4回 (10月24日、2時限)安梅勅江 ヘルスプロモーション技術 Technologies of health
promotion
第5回 (10月31日、2時限)安梅勅江 エンパワメント理論 Theories of empowerment
第6回 (11月14日、2時限)安梅勅江 エンパワメント技術 Methods of empowerment
第7回 (11月21日、2時限)安梅勅江 ヘルスプロモーションとアドボカシー Health
promotion and advocacy
第8回 (12月5日、2時限)安梅勅江 ヘルスプロモーションとコミュニケーション Health
promotion and communication
第9回 (12月12日、2時限)安梅勅江 ヘルスプロモーション演習1 Workshop of health
promotion practice 1
第10回 (12月19日、2時限)安梅勅江 ヘルスプロモーション演習2 Workshop of health
promotion practice 2



履修条件 講義と演習に参加(2/3以上の出席)、レポート60点以上
Class attendance and participation (>2/3) , Report (>60 point).

成績評価方法 出席状況と担当教員出題によるレポートにより評価する
Class attendance and participation; Report.

学修時間の割り当て及
び授業外における学修
方法

1 学修時間の割り当て 講義lecture 70%、演習practice 30%。
2 授業外における学修方法
準備学習(予習)の一環として、一週間前に提示する資料を事前に予習して授業に参加す
ること。
Read the materials which gives students one week before the class and join the
discussion in the class.

教材・参考文献・配付
資料等

Textbook: Anme T. Empowerment based Co-Creative Action Research: Towards A
World of Possibilities for Sustainable Society, 2021 (PDFをmanabaで配布)
Reference book: Anme T. Empowerment Sciences for Professionals: Enhance
Inclusion and A World of Possibilities, Shoniiji Press, 2018
                 　　   安梅勅江 エンパワメント理論と技術に基づく共創型アクショ
ンリサーチ, 北王路書房, 2021

オフィスアワー等（連
絡先含む）

Tokie Anme  anmet@md.tsukuba.ac.jp
anmet at md.tsukuba.ac.jp
http://plaza.umin.ac.jp/‾empower/anme/

その他（受講生にのぞ
むことや受講上の注意
点等）
他の授業科目との関連
ティーチングフェロー
（TF）・ティーチング
アシスタント（TA）

TA ２名

Health Promotion Empowerment SDGsキーワード
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